
「ともに、はたらく。」指針
オカムラは、合理的配慮＊を鑑みつつ、違いを認めあうことで、互いの個
の尊重と一人ひとりの配慮をもって日々の多様性の中で生きていくことを
自覚していきます。

● まわりと積極的に関係性を深める
● 役割を自覚する
● 一人ひとりが起こす配慮が、大きな力となる

わたしたち自ら変化することが、新たな風土形成を組織の中に創り出し、
幸せにはたらく「Work in Life」の実現に繋がっていきます。

 （2021年8月制定）

＊ 障がいのある人が障がいのない人と平等に人権を享受し行使できるよう、一人ひとりの特徴
や場面に応じて発生する障がい・困難さを取り除くための個別の調整や変更を行うこと。




